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絵カード交換システムを活用したコミュニケーション支援

教科名等
（ 該当する教科名等を選択。 当
てはまら ない場合はその他を選
択し 、 次の単元・ 題材名の欄に
記入。 ）

□国語　□社会　□算数/数学　□理科　□生活　□音楽　□図画工作/美術　□家庭/技術・家庭　□体育/保健体育
□道徳　□外国語/外国語活動　□総合的な学習の時間　□特別活動　✓自立活動　□各教科等を合わせた指導
□その他の教科　□その他（　　　　）

単元・題材名 要求を伝えよう

授業の目標 コミュニケーションブックを活用することで、要求を具体的に相手に伝えることができるようにする。

観点別学習状況の評価
の観点
（ 教科の特性により 設定し た観
点がある場合は「 その他」 を選
択し 記載。 ）

✓「知識・理解」　✓「技能」　✓「思考・判断・表現」　✓「関心・意欲・態度」
□その他（　　　　）

■特別支援学校
□就学前　□小学生　✓中学生　□高校生以降
□特定されない

　第２学年　１人

対象の障害
□視覚障害　□聴覚障害　✓知的障害　□肢体不自由　□病弱・身体虚弱　□言語障害　✓自閉症
□情緒障害　□ＬＤ（学習障害）　□ＡＤＨＤ（注意欠陥/多動性障害）　□その他

　□見る　　□聞く　✓話す　　□読む　□書く　□計算する　□推論する　□運動と姿勢　□日常生活活動
　□不注意　□多動性－衝動性　✓社会性・コミュニケーション　　□覚える・理解する　□その他

・言語による意思の表出は見られないが、積極的に要求を相手に伝えようとする。
・自分の要求が整理できない場面や相手にうまく伝えられない場面では、情緒的に不安定になることもある。
・コミュニケーションブックの中から２～３枚のカードを組み合わせ、「○○の、○○を、下さい」など、具体的な要求
を伝えることができるようになってきている。

使用した支援機器・教材
の名称と画像
（ 使用し た支援機器・ 教材の名
称を記載し 画像を挿入。 なお、
特定の製品に特化し た実践の場
合は製品名を記載。 ）

　「コミュニケーションブック」

Aコミュニケーション支援（✓A1意思伝達支援　□A2遠隔コミュニケーション支援）
B活動支援（□B1情報入手支援　□B2機器操作支援　□B3時間支援）
C学習支援（□C1教科学習支援　□C2認知発達支援　□C3社会生活支援）

・要求を具体的に相手に伝えるツールとして、生徒の実態に応じたコミュニケーションブックを用意している。
・「トイレに行く」、「水を飲む」など、基本的な生活に関する要求のカードは、使用しやすいよう最初のページに用意
している。また、「物の名前」や「色」、「形」など、事柄を具体的に伝えるための言葉については、次ページ以降に整
理している。
・生徒に教えたいカードがあるときは、具体的な指導場面を設定するなど、コミュニケーションできる場面を増やせる
よう取り組んでいる。
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授業展開と画像
（授業の様子，ICT活用場面の
画像を挿入。）

コミュニケーションブックに収録されている絵カードを必要に応じて選択し、ボードに並べる。そのボードを相手に手
渡すことで、自分の要求を相手に伝えることができるようにする。
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子どもの様子や変容
および授業の評価

自分の要求を積極的に伝えようとする場面が見られた。また、相手に自分の要求を確実に伝えることができる経験
が増え、情緒的な安定も図られている。

教材・支援機器活用実践事例（特別支援学校） 
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